
 日清製粉グループ本社の大枝でございます。この度は、弊社決算説明会 

にご出席を賜りまして、誠にありがとうございます。 

 中期経営計画「ＮＮＩ－１２０、スピードと成長、拡大」をスタートさせ丸２年が
経過しました。中期経営計画では「トップラインの拡大」と「海外事業の拡大」
を旗印として、売上高１兆円と海外売上高比率３０％以上の達成という数値 

目標を掲げております。 

 皆様にとって、より重要な指標は利益であると考えておりますが、売上高を
拡大することにより、これに伴って利益が拡大できると考えています。一例を
挙げれば、この度、製粉事業において、アメリカで４工場を買収し、これにより
海外の生産能力は国内にほぼ匹敵する規模となりました。新たに取得したア
メリカ４工場の業績が、年間でフルに寄与した時点で、製粉事業の海外売上
高比率は３５％程度となります。製粉事業における国内と海外の売上高利益
率の比較では、アメリカ、ニュージーランド、タイ、カナダの子会社を平均する 

と、現時点では海外の方が国内より少し高いレベルになっています。 

 当社が経営に関与し、当社の製造技術力、開発力等を活かすことで、付加
価値のついた小麦粉を拡販し、利益率をさらに高めることが可能であるとみ
ており、今後もこのように売上高を増加させることで、利益を拡大できる分野 

に戦略的に投資を続けていきたいと考えております。  







 小麦相場の状況についてご説明します。 

 ２０１２年度は大干ばつ、２０１３年度は世界的な豊作といった要因で相場が
上下に変動しておりますが、今年につきましては昨年とほぼ変わらない水準 

で推移しています。 

 今後、長期的には、中国・インド等の発展途上国の人口増に伴う需要増が、
生産量の拡大を上回ると考えられますので、小麦相場は基本的には右肩上 

がりになっていくものと見ています。 

 一方で、投機資金の穀物相場への流入が世界的に増加していることから、
今後の相場の上昇、下落の動きにつきましては、実際の小麦需給の影響より 

も大きくなると考えています。 

 また、世界的に異常気象の発生頻度が増加しており、このことによって小麦
の作柄が豊作と不作に大きく振れるものと思われ、小麦相場の変動も大きく 

なるものと考えています。 

  



  直近１年の小麦相場につきましては、比較的安定しており、概ね１ブッシェ
ル当たり６ドル台※で推移しています。小麦の世界在庫が潤沢にありますの 

で、当面大幅な上昇は考えにくい状況です。 

  一方で小麦輸出国の一つであるウクライナの政治情勢が不安定であり、 

これについては注意して見ていく必要があります。 

 

 ※小麦 １ブッシェル＝２７．２ｋｇ 



 続きまして、輸入麦の政府売渡価格についてご説明します。 

 ４月の政府の売渡価格は、２０１３年１０月期とほぼ同水準となりましたので、 

当社としても小麦粉価格は据え置きとしております。 

 次の改定は１０月になりますが、現時点で麦価の算定期間である６ヶ月のう
ち２ヶ月の買い付けが終わっており、全銘柄平均で約２％の引上げという状
況です。今後の小麦相場、為替相場の動向によってどうなるかは分かりませ
んが、いずれにしても小幅な値上げまたは値下げになると考えております。 

 





 次にＴＰＰに関しましては、本年１１月にアメリカで中間選挙があることから夏
前に交渉が一時的に中断すると見ております。また、現在、大統領がＴＰＰに
ついて全権を持つＴＰＡ（貿易促進権限）という権限を持っていないため、ア
メリカ側は、議会に反対されない内容で交渉を纏める必要があり、なかなか 

譲歩しにくいといった状況があります。 

 また、日本側におきましては、安倍政権の支持率が非常に高い水準にあり、 

これが交渉の妥結に向けて大きく影響してくると考えております。 

 ＴＰＰがどうなるかは分かりませんが、当社と致しましては、いつ合意されて
も対応出来るよう、コストダウンや海外展開をしっかりと進めていきたいと考え 

ています。 







続きまして、中期経営計画の施策の状況についてご説明いたします。 



 現在、当社グループでは国内製粉工場の集約を進めており、福岡市の臨 

海部に建設中であった福岡工場が、本年２月に予定通り稼働しました。 

 



 知多工場の新ライン増設につきましても、工事は順調に進捗しており、来年 

の５月に稼働の予定です。 



 国内製粉工場の生産集約につきましては、図の通りです。 

 赤いマークの付いている千葉、鶴見、知多、東灘、福岡の５工場が、当社グ
ループの拠点工場となります。臨海・大型工場への生産集約の取組みは、
順調に進んでおり、福岡新工場の稼働、知多工場新ラインの増設により、拠 

点５工場の小麦粉生産数量は全体の８０％強までになりました。 



 次に、海外事業についてご説明します。  

 一昨年の３月にミラー・ミリング社を買収し、アメリカの小麦粉市場に進出しま 

した。同時に３０％の生産能力の増強に着手し、昨年の２月の完成以後、順調 

に稼働しています。 

 そして、本年の４月には、アメリカにおいて、Ｈｏｒｉｚｏｎ ＭｉｌｌｉｎｇとＣｏｎＡｇｒａ 

 Ｉｎｇｒｅｄｉｅｎｔｓの２社から新たに４工場を取得しました。 



 新たな４工場の取得により、ミラー・ミリング社は全米で第４位の規模となり、 

１日当りの原料小麦ベースの生産能力は５，９００トンとなりました。 

 アメリカ国内で生産能力が上位の製粉会社は図の通りです。１位と３位が合
併したＡｒｄｅｎｔ Ｍｉｌｌｓが１位、ＡＤＭ Ｍｉｌｌｉｎｇが２位、７位のＭｉｌｎｅｒ Ｍｉｌｌｉnｇ
が４位のＣｅｒｅａｌ Ｆｏｏｄ Ｐｒｏｃｅｓｓｏｒｓを買収した結果３位となっており、当社の
子会社であるミラー・ミリング社が、これに続く第４位の規模となりました。ミ
ラー・ミリング社の全米における生産能力のシェアは、約２％から約６％になり 

ました。  

  



 国内と海外の一日当りの生産能力につきましては、国内は９工場で８，１００
トン／日となっています。海外は、３年前に７６０トン／日だったものが、現在、
７，４６０トン／日と約１０倍になり、国内と海外がほぼ拮抗するまでに海外の 

生産能力が増加しました。 

 国内と海外を合わせますと一日当りの生産能力は、１５，０００トン強と、当社 

の推定では世界で第６位の規模となりました。 



 続いて、加工食品事業では、パスタの新たな拠点として、トルコに新会社を 

設立し、来年４月稼働予定でパスタ工場を建設することを決定しました。 



 また、パスタソースの生産拠点として、ベトナムに新会社を設立しました。 

本年秋の稼働予定で工場の建設にも着工し、現在、予定通り進んでいま 

す。 



 国内でマーケットが伸び続けている冷凍食品事業を重点分野と位置付け、
マ・マーマカロニ㈱神戸工場に冷凍食品工場を建設し、生産・供給体制の一 

層の強化を図っていきます。 



 また、中食・惣菜事業につきましても、重点分野の一つと位置付けており、
取組みを強化をしています。 



 ２０１４年３月期の実績と中期経営計画についてご説明申し上げます。 



 ２０１４年３月期は、増収増益となりました。 

 また、昨年の１０月に１株につき１．１株の割合をもって株式分割を行い、同
日付けで単元株式数を５００株から１００株に変更しました。 

  



 株主還元につきましては、配当性向３０％以上を基準として配当を継続的
に行っていくことを基本としながら、株主の皆様への利益還元を機動的に 

行っていきたいと考えています。 

 



 ２０２０年に向けた基本戦略は資料の通りで、設定当初から特に変更ござい
ません。 



 ２０１４年度から２０１６年度の３ヵ年の中期経営計画です。 

 ２０１６年度の数値目標につきましては、売上高６，５００億円、海外売上高比 

率１８％、営業利益３１０億円としており、これを目指してしっかりと取り組んでま 

いります。 



 この図は、中期経営計画をスタートしてから、当社グループ全体で戦略投 

資と位置付け資金を投入してきた主な施策の内容とタイムスケジュールです。 

 投資額としては、国内で２９９億円、海外で４２９億円、合計７２８億円の投資 

を行ってきました。 

 中期経営計画では２，０００億円程度の資金を投入して、成長、拡大を図る
ということを掲げておりますが、最初の２年間で約７００億円の資金を投入 

し、国内及び海外の成長、拡大に向けた施策を進めることができました。 




